
　11月12日・13日の２日間「中野えびす講」が市街
地を中心に開催されました。両日とも好天に恵まれ、
七五三行列や中野立志館高校ブラスバンド、中野西高
校のマーチングバンドをはじめ、七福神の衣装や紅白
の衣装を身にまとった「100人えびす大行進」が青空
の下、行われました。また、中野市産業展、ＪＡ感謝
祭、病院祭、職訓祭などさまざまなイベントが開催さ
れ大勢の人でにぎわい、活気にあふれていました。

まちなか美術館まつり

▲市収蔵の美術作品を展示
　「秋の信州中野まちなか美術館まつり」と題して、市内
民間美術館などの施設に協賛いただき、市街地周辺一帯
を中心に美術展を開催しました。
　市が収蔵する美術作品を同時期に、そして一堂に鑑賞
してもらう機会として開催した「市収蔵美術作品移動展」
のメイン会場となった旧中野高等学校体育館では、11月
５日から20日の期間中、洋画を中心に約100点を展示、
大勢の方が鑑賞しました。
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もみじ祭り▲

勇壮な太鼓演奏が披露されました
　11月13日、道の駅ふるさと豊田において、もみじ祭り
実行委員会主催「2011もみじ祭り」が開催されました。
　会場では、地元農産物・特産品の販売やきのこ汁の振
る舞い、めだかすくい、竹とんぼ作り体験などが行われ
たほか、餅つきやもみじ太鼓の皆さんによる太鼓演奏な
どの催しがありました。
　当日は、秋晴れの恵まれた天候で、市内外から訪れた
大勢の人でにぎわいました。

中野市駅伝大会▲

号砲とともに勢いよく走り出すランナーたち
　11月６日、北信濃ふるさとの森文化公園周辺を会場に
中野市体育協会主催の第７回中野市駅伝大会が開催され
ました。当日は、支部対抗の部に７チーム、オープンの
部に18チームの計25チームが参加。時折、雨の降るあい
にくの天候でしたが、選手たちはチームのタスキをつな
げようと力走をみせました。
　なお、結果は支部対抗の部で平野支部が、オープンの
部でチームＮＤＦが優勝しました。

表紙の説明

中野えびす講

　11月14日、市民会館ホールにおいて、2011差別をなく
す市民集会を開催しました。
　当日は、「今に生きる門付け芸の世界～伊勢萬歳」と
題して、元大阪人権博物館学芸員の太
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が「伊勢萬歳」を公演しました。
　最後に、行政と市民とが一体となって、差別のない人
権のまちを創ることを集会宣言とし閉会しました。　

差別をなくす市民集会▲

伝統の伊勢萬歳が会場に福を呼びました

　11月16日、市議会議場において、「平成23年度子ども
議会」を開催しました。
　これは、将来を担う子どもたちに市政への関心を抱い
てもらうために行ったもので、日野・延徳・豊井小学校
６年生90人が参加しました。
　当日は、代表者12人が子ども議員として、「道路整備」
「農業振興」「環境問題」などについての質問・提案をし、
市長や教育長が答弁しました。

子ども議会

▲児童たちが市政に対する提言をしました

日野原重明先生「いのちの授業」

▲児童に向けて熱く語りかける日野原先生
　昭和53年から市の健康づくりに協力いただいている聖
路加国際病院理事長・名誉院長の日
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「いのちの授業」が11月18日、科野小学校において行わ
れました。当日は、科野小学校の高学年児童68人が聴講。
　日野原先生は「時間やいのちのように目に見えないも
のが大切」「今は自分のために使っている時間を大きく
なったら、人のために使ってください」と話し、児童た
ちは真剣な表情で聴いていました。


